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地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

第
四
節

全
部
事
務
組
合

第
五
節

役
場
事
務
組
合

第
六
節

雑
則

第
四
章

財
産
区

「

第
四
節

雑
則

目
次
中

第
五
章

地
方
開
発
事
業
団

を

に
改
め
る
。

第
四
章

財
産
区
」

第
一
節

総
則

第
二
節

組
織
等

第
三
節

財
務

第
四
節

雑
則

」

第
一
条
の
三
第
三
項
中
「
、
財
産
区
及
び
地
方
開
発
事
業
団
」
を
「
及
び
財
産
区
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
項
に
規
定
す
る
事
務
の
う
ち
、
そ
の
規
模
又
は
性
質
に
お
い
て
一
般
の
市

町
村
が
処
理
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
市
町
村
の
規
模
及
び
能
力
に
応
じ
て
、
こ

れ
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
十
四
条
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
第
一
項
の
代
表
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
代
表
者
」
と
い
う
。

）
と
な
り
、
又
は
代
表
者
で
あ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

公
職
選
挙
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
挙
人
名
簿
に
同
項
の
表
示
を
さ
れ
て
い
る
者
（
都
道
府
県
に
係
る

請
求
に
あ
つ
て
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
な
く
な
つ
た
旨
の
表
示
を
さ
れ
て
い
る
者
の
う
ち
当
該
市
町

村
の
区
域
内
か
ら
引
き
続
き
同
一
都
道
府
県
の
区
域
内
の
他
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
移
し
、
か
つ
、
当
該
他
の
市

町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）

二

前
項
の
選
挙
人
名
簿
の
登
録
が
行
わ
れ
た
日
以
後
に
公
職
選
挙
法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
選
挙
人
名
簿
か
ら
抹
消

さ
れ
た
者

三

第
一
項
の
請
求
に
係
る
普
通
地
方
公
共
団
体
（
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
が
、
都
道
府
県
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
都
道
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府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
及
び
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
都
市
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
指

定
都
市
」
と
い
う
。
）
の
区
を
含
み
、
指
定
都
市
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
市
の
区
を
含
む
。
）
の
選
挙
管
理
委
員
会
の
委

員
又
は
職
員
で
あ
る
者

第
七
十
四
条
の
四
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

条
例
の
制
定
又
は
改
廃
の
請
求
者
の
署
名
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
者
が
、
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
署
名
運
動
を
し
た
と
き

は
、
二
年
以
下
の
禁
錮
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

こ

一

国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
公
務
員
又
は
特
定
独
立
行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百

三
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
）
若
し
く
は
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
（
地
方
独
立

行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
）
の

役
員
若
し
く
は
職
員

二

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
役
員
又
は
職
員

第
七
十
五
条
第
五
項
中
「
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」
を
「
同
条
第
六
項
の
規
定
は
第
一
項
の
代
表
者
に
つ
い
て
、
同

条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
四
条
第
六
項
第
三
号
中
「
区
域
内
」
と
あ
る
の
は
、
「
区
域
内
（
道
の
方
面
公
安
委
員
会

に
係
る
請
求
に
つ
い
て
は
、
当
該
方
面
公
安
委
員
会
の
管
理
す
る
方
面
本
部
の
管
轄
区
域
内
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

第
七
十
六
条
第
四
項
中
「
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」
を
「
同
条
第
六
項
の
規
定
は
第
一
項
の
代
表
者
に
つ
い
て
、
同

条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
八
十
条
第
四
項
中
「
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」
を
「
同
条
第
六
項
の
規
定
は
第
一
項
の
代
表
者
に
つ
い
て
、
同
条

第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
四
条
第
六
項
第
三
号
中
「
都
道
府
県
の
区
域
内
の
」
と
あ
り
、
及
び
「
市
の
」
と
あ
る
の

は
、
「
選
挙
区
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部
が
含
ま
れ
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
一
条
第
二
項
中
「
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」
を
「
同
条
第
六
項
の
規
定
は
前
項
の
代
表
者
に
つ
い
て
、
同
条

第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
八
十
六
条
第
四
項
中
「
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」
を
「
同
条
第
六
項
の
規
定
は
第
一
項
の
代
表
者
に
つ
い
て
、
同

条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
四
条
第
六
項
第
三
号
中
「
区
域
内
」
と
あ
る
の
は
、
「
区
域
内
（
道
の
方
面
公
安
委
員
会

の
委
員
に
係
る
請
求
に
つ
い
て
は
、
当
該
方
面
公
安
委
員
会
の
管
理
す
る
方
面
本
部
の
管
轄
区
域
内
）
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

第
九
十
条
第
四
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項

中
「
第
六
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

第
九
十
一
条
第
四
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十

項
中
「
第
七
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

第
九
十
六
条
第
二
項
中
「
に
係
る
も
の
」
の
下
に
「
に
あ
つ
て
は
、
国
の
安
全
に
関
す
る
こ
と
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
議
会

の
議
決
す
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
」
を
加
え
る
。

第
百
五
十
八
条
第
三
項
を
削
る
。

第
二
百
十
九
条
の
見
出
し
中
「
、
報
告
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
こ
れ
を
都
道
府
県
に
あ
つ
て
は
総
務
大
臣
、
市
町
村

に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
、
か
つ
」
を
削
る
。

第
二
百
三
十
三
条
第
六
項
中
「
決
算
を
そ
の
認
定
に
関
す
る
議
会
の
議
決
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
監
査
委
員
の
意
見
と
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併
せ
て
、
都
道
府
県
に
あ
つ
て
は
総
務
大
臣
、
市
町
村
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
、
か
つ
、
そ
の
要
領
」
を
「
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
認
定
に
付
し
た
決
算
の
要
領
」
に
改
め
る
。

第
二
百
五
十
二
条
の
七
第
一
項
中
「
共
同
し
て
」
の
下
に
「
、
第
百
三
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
規
定
す
る
事
務

局
若
し
く
は
そ
の
内
部
組
織
（
次
項
及
び
第
二
百
五
十
二
条
の
十
三
に
お
い
て
「
議
会
事
務
局
」
と
い
う
。
）
」
を
、
「
附
属

機
関
」
の
下
に
「
、
第
百
五
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
行
政
機
関
、
第
百
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
部
組
織
、
委
員

会
若
し
く
は
委
員
の
事
務
局
若
し
く
は
そ
の
内
部
組
織
（
次
項
及
び
第
二
百
五
十
二
条
の
十
三
に
お
い
て
「
委
員
会
事
務
局
」

と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
長
」
を
「
議
会
、
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
執
行
機
関
、
附
属
機
関
」
を
「
議
会
事
務
局

、
執
行
機
関
、
附
属
機
関
、
行
政
機
関
、
内
部
組
織
、
委
員
会
事
務
局
」
に
改
め
る
。

第
二
百
五
十
二
条
の
十
三
の
見
出
し
中
「
職
員
等
」
を
「
議
会
事
務
局
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
前
五
条
」
を
「
第
二
百
五

十
二
条
の
八
か
ら
前
条
ま
で
」
に
、
「
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
、
委
員
会
若
し
く
は
委
員
の
事
務
を
補
助
す
る
職
員
」
を
「

議
会
事
務
局
、
行
政
機
関
、
内
部
組
織
、
委
員
会
事
務
局
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
、
長
、
委
員
会
若
し
く
は
委
員
の
事

務
を
補
助
す
る
職
員
」
に
、
「
こ
れ
を
」
を
「
つ
い
て
」
に
改
め
る
。

第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
十
一
及
び
第
二
百
八
十
一
条
第
三
項
を
削
る
。
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第
二
百
八
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
同
条
第
三
項
本
文
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
八
十
一
条
の
五
中
「
第
九
十
一
条
第
五
項
及
び
第
七
項
」
を
「
第
九
十
一
条
第
三
項
及
び
第
五
項
」
に
、
「
第
九
十

一
条
第
五
項
中
」
を
「
第
九
十
一
条
第
三
項
中
」
に
、
「
同
条
第
七
項
中
「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
同
条
第
五
項
中
「
第
七
条

第
一
項
又
は
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
八
十
一
条
の
六
を
削
り
、
第
二
百
八
十
一
条
の
七
を
第
二
百
八
十
一
条
の
六
と
す
る
。

第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
中
「
、
広
域
連
合
、
全
部
事
務
組
合
及
び
役
場
事
務
組
合
」
を
「
及
び
広
域
連
合
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
、
第
六
項
の
場
合
を
除
く
ほ
か
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
を
削
る
。

第
二
百
九
十
一
条
の
五
第
一
項
中
「
次
条
第
七
項
」
を
「
次
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
九
十
一
条
の
六
第
一
項
中
「
第
二
編
第
五
章
（
第
八
十
五
条
」
を
「
前
編
第
五
章
（
第
七
十
五
条
第
五
項
後
段
、
第

八
十
条
第
四
項
後
段
、
第
八
十
五
条
及
び
第
八
十
六
条
第
四
項
後
段
」
に
改
め
、
「
請
求
権
を
有
す
る
者
」
と
い
う
。
）
」
と

」
の
下
に
「
、
同
条
第
六
項
第
一
号
（
第
七
十
五
条
第
五
項
前
段
、
第
七
十
六
条
第
四
項
、
第
八
十
条
第
四
項
前
段
、
第
八
十

一
条
第
二
項
及
び
第
八
十
六
条
第
四
項
前
段
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
中
「
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
の
加
入
す

る
広
域
連
合
に
係
る
」
と
、
「
の
他
の
市
町
村
の
区
域
内
」
と
あ
る
の
は
「
の
他
の
市
町
村
の
区
域
内
（
当
該
広
域
連
合
の
区
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域
内
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
第
七
十
四
条
第
六
項
第
三
号
（
第
七
十
五
条
第
五
項
前
段
、
第
七
十

六
条
第
四
項
、
第
八
十
一
条
第
二
項
及
び
第
八
十
六
条
第
四
項
前
段
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
中
「
普
通
地
方
公

共
団
体
（
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
が
、
都
道
府
県
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
広
域
連
合
（
当
該
広

域
連
合
」
と
、
「
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
の
区
を
含
み
、
指
定
都
市
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
市

の
区
を
含
む
」
と
あ
る
の
は
「
の
区
を
含
む
」
と
、
第
八
十
条
第
四
項
前
段
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
四
条
第
六
項
第
三
号

中
「
普
通
地
方
公
共
団
体
（
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
が
、
都
道
府
県
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村

及
び
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
都
市
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
の
区
を

含
み
、
指
定
都
市
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
市
の
区
」
と
あ
る
の
は
「
広
域
連
合
（
当
該
広
域
連
合
が
、
広
域
連
合
の
選
挙
人
の

投
票
に
よ
り
当
該
広
域
連
合
の
議
会
の
議
員
を
選
挙
す
る
広
域
連
合
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
選
挙
区
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部

が
含
ま
れ
る
市
町
村
及
び
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
都
市
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
指
定
都
市
」

と
い
う
。
）
の
区
（
選
挙
区
が
な
い
と
き
は
当
該
広
域
連
合
の
区
域
内
の
市
町
村
及
び
指
定
都
市
の
区
）
を
含
み
、
広
域
連
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
議
会
に
お
い
て
当
該
広
域
連
合
の
議
会
の
議
員
を
選
挙
す
る
広
域
連
合
で
あ
る
場
合
に
は
当
該

議
員
を
選
挙
し
た
議
会
が
置
か
れ
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
区
域
内
の
市
町
村
及
び
指
定
都
市
の
区
（
当
該
広
域
連
合
の
区
域
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内
に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
」
と
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」
を
「
同
条
第
六
項
の
規
定

は
第
二
項
の
代
表
者
に
つ
い
て
、
同
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
、
「
同
条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
六
項
中
「
選
挙
権
を

有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
請
求
権
を
有
す
る
者
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
の
加
入
す
る
広
域
連
合

に
係
る
」
と
、
「
の
他
の
市
町
村
の
区
域
内
」
と
あ
る
の
は
「
の
他
の
市
町
村
の
区
域
内
（
当
該
広
域
連
合
の
区
域
内
に
限
る
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
普
通
地
方
公
共
団
体
（
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
が
、
都
道
府
県

で
あ
る
場
合
に
は
当
該
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
広
域
連
合
（
当
該
広
域
連
合
」
と
、
「
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
指
定

都
市
」
と
い
う
。
）
の
区
を
含
み
、
指
定
都
市
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
市
の
区
を
含
む
」
と
あ
る
の
は
「
の
区
を
含
む
」
と
、

同
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
九
十
一
条
の
七
中
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
削
り
、
第
五
項
を
第
二
項
と
し
、
第
六
項
後
段
を
削
り
、
同
項
を
第

三
項
と
し
、
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
を
三
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
三
編
第
三
章
第
四
節
及
び
第
五
節
を
削
る
。

第
二
百
九
十
三
条
第
一
項
中
「
、
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
」
を
「
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
「
（
第
二
百
九
十
一
条

の
十
五
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
「
、
第
二
百
九
十
一
条
の
十
第
一
項
並
び
に
第
二
百
九
十
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一
条
の
十
四
第
一
項
及
び
第
三
項
」
を
「
並
び
に
第
二
百
九
十
一
条
の
十
第
一
項
」
に
、
「
、
第
二
百
九
十
一
条
の
三
第
三
項

及
び
第
四
項
並
び
に
第
二
百
九
十
一
条
の
十
五
第
二
項
」
を
「
並
び
に
第
二
百
九
十
一
条
の
三
第
三
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め

、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
三
編
第
三
章
第
六
節
を
同
章
第
四
節
と
す
る
。

第
二
百
九
十
六
条
の
五
第
二
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
三
編
第
五
章
を
削
る
。

第
三
百
二
十
条
第
一
項
中
「
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
」
、
「
（
第

二
百
九
十
一
条
の
十
五
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
、
「
第
二
百
八
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
に
あ
つ
て
は
」
、
「
、
第
二
百
九
十
一
条
の
七
第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
」
及
び
「
、
第
二
百
九
十
一
条
の
十
四
第
一

項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
百
九
十
一
条
の
十
五
第
二
項
」
を
削
り
、
第
四
編
中
同
条
を
第
二
百
九
十
八
条
と
し
、
第
三
百
二

十
一
条
を
第
二
百
九
十
九
条
と
す
る
。

別
表
第
一
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
項
中
「
第
六
条
第
六
項
」
を
「
第
六
条
第

五
項
」
に
改
め
る
。
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
第
九
十
六
条
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
適
用
区
分
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
自
治
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
四
条
第
六
項
（
新
法
第
七
十
五
条

第
五
項
、
第
七
十
六
条
第
四
項
、
第
八
十
条
第
四
項
、
第
八
十
一
条
第
二
項
及
び
第
八
十
六
条
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を

新
法
第
二
百
九
十
一
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
二
百
九
十
一
条
の
六
第
一
項
及
び
第

五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自

治
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
四
条
第
一
項
、
第
七
十
五
条
第
一
項
、
第
七
十
六
条
第
一
項

、
第
八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
旧
法
第
二
百
九
十
一
条
の
六
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
二
百
九
十
一
条
の
六
第
二
項
の
代
表
者
で
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
適
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用
し
な
い
。

（
地
方
開
発
事
業
団
等
に
係
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
設
け
ら
れ
て
い
る
全
部
事
務
組
合
、
役
場
事
務
組
合
及
び
地
方
開
発
事
業
団
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を

第
五
条

含
む
。
）
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
五
条
を
削
り
、
第
五
十
六
条
を
第
五
十
五
条
と
し
、
第
五
十
七
条
を
第
五
十
六
条
と
し
、
第
五
十
八
条
を
第
五
十

七
条
と
す
る
。
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（
地
方
財
政
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
三
条
の
五
の
七
第
一
項
第
二
号
中
「
又
は
当
該
地
方
公
共
団
体
が
設
置
団
体
で
あ
る
地
方
開
発
事
業
団
」
及
び
「

又
は
地
方
開
発
事
業
団
」
を
削
る
。

（
土
地
改
良
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
二
十
五
条
第
一
項
中
「
、
全
部
事
務
組
合
又
は
役
場
事
務
組
合
の
あ
る
地
に
あ
つ
て
は
組
合
又
は
組
合
の
管
理
者
に

」
を
削
る
。

（
漁
業
法
及
び
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
九
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
、
全
部
事
務
組
合
又
は
役
場
事
務
組
合
の
あ
る
地
に
あ
つ
て
は
組
合
に
」
を
削
る
。

一

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
三
十
七
条

二

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項

（
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
）
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第
十
条

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
一
条
第
三
項
中
「
第
九
十
条
第
五
項
」
を
「
第
九
十
条
第
三
項
」
に
、
「
第
九
十
一
条
第
五
項
」
を
「
第
九
十
一

条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
六
十
七
条
第
二
項
を
削
る
。

（
国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
を
削
り
、
第
二
十
二
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

（
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
十
七
条
を
削
り
、
第
九
十
六
条
の
二
を
第
九
十
七
条
と
す
る
。

（
地
方
交
付
税
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

地
方
交
付
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
十
三
条
第
十
項
中
「
、
広
域
連
合
又
は
役
場
事
務
組
合
」
を
「
又
は
広
域
連
合
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
中
「
都
等
」
を
「
都
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
四
項
を
削
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
七
十
二
条
の
四
第
一
項
第
一
号
、
第
七
十
三
条
の
三
第
一
項
、
第
百
十
五
条
第
一
項
、

第
百
四
十
六
条
第
一
項
、
第
二
百
九
十
六
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
百
四
十
三
条
第
七
項
、
第
三
百
四
十
八
条
第
一
項
、
第

四
百
四
十
三
条
第
一
項
、
第
五
百
八
十
六
条
第
一
項
、
第
七
百
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
七
百
四
条
中
「
、
地
方
開
発
事
業

団
」
を
削
る
。

（
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
項
中
第
一
号
の
二
を
削
り
、
第
一
号
の
三
を
第
一
号
の
二
と
す
る
。

（
社
会
福
祉
法
の
一
部
改
正
）
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第
十
六
条

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
七
条
中
「
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
四
項
の
基
本
構
想
に
即
し
」
を
削
る
。

（
家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
七
条
の
見
出
し
中
「
特
別
区
等
」
を
「
特
別
区
」
に
改
め
、
同
条
中
「
特
別
区
又
は
」
を
「
、
特
別
区
又
は
」
に

改
め
、
「
、
全
部
事
務
組
合
又
は
役
場
事
務
組
合
の
あ
る
地
に
あ
つ
て
は
組
合
又
は
組
合
の
管
理
者
に
」
を
削
る
。

（
国
土
調
査
法
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
三
条
第
二
項
中
「
町
村
組
合
で
町
村
の
事
務
の
全
部
、
役
場
事
務
又
は
」
を
「
町
村
が
設
け
る
一
部
事
務
組
合
で

」
に
、
「
当
該
町
村
組
合
」
を
「
当
該
一
部
事
務
組
合
」
に
改
め
る
。

（
土
地
収
用
法
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
四
十
条
の
見
出
し
を
「
（
特
別
区
等
の
特
例
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。
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（
税
理
士
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

税
理
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
及
び
全
部
事
務
組
合
」
を
削
る
。

（
農
地
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
一
条
中
「
、
全
部
事
務
組
合
又
は
役
場
事
務
組
合
の
あ
る
地
に
あ
つ
て
は
組
合
又
は
組
合
管
理
者
に
」
を
削
る
。

（
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
九
条
の
二
第
七
項
を
削
り
、
同
条
第
八
項
中
「
こ
れ
を
広
域
連
合
企
業
団
」
を
「
以
下
「
広
域
連
合
企
業
団
」
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第
八
項
と
す
る
。

（
天
災
に
よ
る
被
害
農
林
漁
業
者
等
に
対
す
る
資
金
の
融
通
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

天
災
に
よ
る
被
害
農
林
漁
業
者
等
に
対
す
る
資
金
の
融
通
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
三

十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



- 18 -

第
二
条
第
一
項
中
「
お
も
な
」
を
「
主
な
」
に
改
め
、
「
（
全
部
事
務
組
合
又
は
役
場
事
務
組
合
の
あ
る
地
で
は
、
組
合

管
理
者
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
「
以
下
次
項
」
を
「
次
項
」
に
改
め
る
。

（
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
八
十
七
条
及
び
」
を
「
、
第
三
項
及
び
第
四
項
前
段
、
第
八
十
七
条
並
び
に

」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
第
四
項
中
「
、
第
二
百
九
十
一
条
の
十
一
、
第
二
百
九
十
一
条
の
十
四
第
五
項
又
は
第
二
百
九
十
一
条
の
十
五

第
三
項
」
を
「
又
は
第
二
百
九
十
一
条
の
十
一
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
、
第
三
項
、
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
」
を

「
若
し
く
は
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
十
五
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
新
法
第
八
十
六
条
第
四
項
前
段
に
お
い
て
準
用
す
る
新
法
第
七
十
四
条
第
六
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
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現
に
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
の
代
表
者
で
あ
る
者

に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
国
税
徴
収
法
及
び
法
人
税
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
、
特
別
区
及
び
全
部
事
務
組
合
」
を
「
及
び
特
別
区
」
に
改
め
る
。

一

国
税
徴
収
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
二
条
第
二
号

二

法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
条
第
四
十
四
号

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
項
中
「
、
広
域
連
合
、
全
部
事
務
組
合
及
び
役
場
事
務
組
合
並
び
に
同
法
第
二
百
九
十
八
条
第
一
項
の
地
方

開
発
事
業
団
」
を
「
及
び
広
域
連
合
」
に
改
め
る
。

（
老
人
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
八
条

老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
八
第
一
項
中
「
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
四
項
の
基
本
構
想
に
即
し
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て
」
を
削
る
。

第
三
十
四
条
中
「
地
方
自
治
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
加
え
る
。

（
首
都
圏
、
近
畿
圏
及
び
中
部
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
等
の
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
）

第
二
十
九
条

首
都
圏
、
近
畿
圏
及
び
中
部
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
等
の
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
中
「
並
び
に
同
法
第
二
百
九
十
八
条
第
一
項
の
地
方
開
発
事
業
団
」
を
削
る
。

（
入
会
林
野
等
に
係
る
権
利
関
係
の
近
代
化
の
助
長
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
条

入
会
林
野
等
に
係
る
権
利
関
係
の
近
代
化
の
助
長
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
二
十
六
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
第
二
百
三
十
八
条
の
六
第
一
項
（
」
の
下
に
「
同
法
」
を
加
え
、
「
並
び
に
第
二
百
九
十
六
条

の
五
第
二
項
」
を
削
る
。

（
都
市
計
画
法
の
一
部
改
正
）
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第
三
十
一
条

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
、
都
道
府
県
」
を
「
若
し
く
は
都
道
府
県
」
に
改
め
、
「
、
全
部
事
務
組
合
、
役
場
事
務

組
合
」
及
び
「
若
し
く
は
都
道
府
県
、
指
定
都
市
等
若
し
く
は
事
務
処
理
市
町
村
が
設
置
団
体
で
あ
る
地
方
開
発
事
業
団
」

を
削
る
。

（
障
害
者
基
本
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
二
条

障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
三
項
中
「
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
四
項
の
基
本
構
想
に
即
し
、
か
つ

」
を
削
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
地
方
自
治
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
加
え
る
。

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
三
条

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
六
条
中
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
三
項
と
し
、
第
五
項
を
第
四
項
と
す
る
。
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第
七
条
第
十
二
項
中
「
地
方
自
治
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
加
え
る
。

（
国
土
利
用
計
画
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
四
条

国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
と
と
も
に
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
四
項
の
基
本
構
想
に
即

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
中
「
地
方
自
治
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
加
え
る
。

（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
五
条

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
第
四
項
を
削
り
、
第
五
項
を
第
四
項
と
し
、
第
六
項
を
第
五
項
と
し
、
第
七
項
を
第
六
項
と
す
る
。

第
十
一
条
の
九
第
一
項
中
「
第
六
条
第
六
項
」
を
「
第
六
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
中
「
第
六
条
第
六
項
」
を
「
第
六
条
第
五
項
」
に
改
め
、
「
地
方
自
治
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
六
十
七
号
）
」
を
加
え
る
。

（
電
気
通
信
事
業
法
の
一
部
改
正
）
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第
三
十
六
条

電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
三
十
条
第
四
項
中
「
、
全
部
事
務
組
合
の
あ
る
地
に
あ
つ
て
は
「
全
部
事
務
組
合
の
管
理
者
」
と
、
役
場
事
務
組
合

の
あ
る
地
に
あ
つ
て
は
「
役
場
事
務
組
合
の
管
理
者
」
と
」
を
削
る
。

（
特
定
農
地
貸
付
け
に
関
す
る
農
地
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
七
条

特
定
農
地
貸
付
け
に
関
す
る
農
地
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
中
「
、
全
部
事
務
組
合
又
は
役
場
事
務
組
合
の
あ
る
地
に
あ
っ
て
は
組
合
又
は
組
合
の
管
理
者
に
」
を
削
る
。

（
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
八
条

地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
五
項
中
「
、
か
つ
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
四
項
の
基
本
構
想
に
即
し
」
を
削
る
。

（
特
定
農
山
村
地
域
に
お
け
る
農
林
業
等
の
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
九
条

特
定
農
山
村
地
域
に
お
け
る
農
林
業
等
の
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法



- 24 -

律
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
五
項
中
「
、
か
つ
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
四
項
の
基
本
構
想
に
即
し

」
を
削
る
。

第
二
十
四
条
中
「
地
方
自
治
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
加
え
る
。

（
沖
縄
県
に
お
け
る
駐
留
軍
用
地
の
返
還
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
条

沖
縄
県
に
お
け
る
駐
留
軍
用
地
の
返
還
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
中
「
並
び
に
関
係
市
町
村
の
建
設
に
関
す
る
基
本
構
想
」
を
削
る
。

（
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
一
条

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
三
項
中
「
、
か
つ
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
四
項
の
基
本
構
想
に
即
し

」
を
削
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
地
方
自
治
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
加
え
る
。
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（
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
二
条

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
三
項
中
「
当
該
市
町
村
の
建
設
に
関
す
る
基
本
構
想
又
は
」
を
削
る
。

（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
三
条

都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
六
条
第
十
二
項
中
「
、
か
つ
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
四
項
の
基
本
構
想

に
即
し
」
を
削
る
。

第
六
十
条
中
「
地
方
自
治
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
加
え
る
。

（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
四
条

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
十
項
中
「
第
七
十
四
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」
を
「
第
七
十
四
条
第
六
項
の
規
定
は
前
条
第
一
項
若
し

く
は
第
十
一
項
又
は
こ
の
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
五
項
の
代
表
者
に
つ
い
て
、
同
法
第
七
十
四
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま

で
」
に
改
め
、
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
同
法
第
七
十
四
条
第
六
項
第
一
号
中
「
表
示
を
さ
れ
て
い
る
者
（
都
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道
府
県
に
係
る
請
求
に
あ
つ
て
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
な
く
な
つ
た
旨
の
表
示
を
さ
れ
て
い
る
者
の
う

ち
当
該
市
町
村
の
区
域
内
か
ら
引
き
続
き
同
一
都
道
府
県
の
区
域
内
の
他
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
移
し
、
か
つ
、
当

該
他
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
表
示
を
さ
れ
て
い
る
者
」
と
、
同
項

第
三
号
中
「
、
都
道
府
県
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
及
び
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
に

規
定
す
る
指
定
都
市
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
の
区
を
含
み
、
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
五
十

二
条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
」
と
」
を
加
え
る
。

第
八
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三

項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
の
規
定
」
を
「
第
一
項
の
規
定
」
に
、
「
第
八
条
第
三
項
」
を
「
第
八

条
第
二
項
」
に
、
「
第
九
十
条
第
五
項
」
を
「
第
九
十
条
第
三
項
」
に
、
「
第
九
十
一
条
第
五
項
」
を
「
第
九
十
一
条
第
三

項
」
に
、
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
項
」

を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
、
「
第
八
条
第
六
項
」
を
「
第
八
条
第
五
項
」
に
、
「
同
条

第
三
項
」
を
「
同
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
、
第
二
項
又
は
第
五
項
」
を
「
又
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は
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
前
条
第
五
項
」
を
「
前
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
第
二
項
」
を
削
り

、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
を
「
前
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「

前
条
第
五
項
」
を
「
前
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
後
段
を
削
る
。

第
六
十
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
合
併
協
議
会
の
設
置
の
請
求
者
の
署
名
又
は
第
四
条
第
十
一

項
若
し
く
は
第
五
条
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
選
挙
人
の
投
票
の
請
求
者
の
署
名
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
者
が
、
そ
の
地

位
を
利
用
し
て
署
名
運
動
を
し
た
と
き
は
、
二
年
以
下
の
禁
錮
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
公
務
員
又
は
特
定
独
立
行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第

百
三
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
）
若
し
く
は
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
（
地
方

独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い
う

。
）
の
役
員
若
し
く
は
職
員
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二

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
役
員
又
は
職
員

（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
十
五
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
三
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る

新
法
第
七
十
四
条
第
六
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
市
町
村
の
合
併
の
特
例

に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
合
併
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
一
項
又
は
第
五

条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
五
項
の
代
表
者
で
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

２

前
条
の
規
定
の
施
行
前
に
旧
合
併
特
例
法
第
八
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
一
項
の
協
議
に
係
る
告
示
が
な
さ
れ
た

合
併
市
町
村
（
旧
合
併
特
例
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
合
併
市
町
村
を
い
う
。
）
の
議
会
の
議
員
の
定
数
に
つ
い
て
は

、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
六
条

都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
八
項
中
「
、
か
つ
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
基
本

構
想
に
即
し
」
を
削
る
。
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第
二
十
六
条
中
「
地
方
自
治
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
加
え
る
。

（
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
七
条

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
第
五
項
を
除
き
、
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
第
一
項
の
基
本
的
な
構
想
」
を
「
基
本
構
想

」
に
改
め
、
「
、
か
つ
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
四
項
の
基
本
構
想
に
即
し
」
を
削
る
。

（
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
八
条

企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法

律
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
、
か
つ
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
四
項
の
基
本
構
想
に
即
し

」
を
削
る
。

第
十
二
条
第
三
項
中
「
地
方
自
治
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
加
え
る
。

（
農
山
漁
村
の
活
性
化
の
た
め
の
定
住
等
及
び
地
域
間
交
流
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）
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第
四
十
九
条

農
山
漁
村
の
活
性
化
の
た
め
の
定
住
等
及
び
地
域
間
交
流
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
四
十

八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
九
項
中
「
、
か
つ
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
四
項
の
基
本
構
想
に
即
し

」
を
削
る
。

第
十
五
条
中
「
地
方
自
治
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
加
え
る
。

（
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
及
び
特
定
地
域
に
お
け
る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正

化
及
び
活
性
化
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
五
十
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
、
か
つ
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
四
項
の

基
本
構
想
に
即
し
」
を
削
る
。

一

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
五
条
第
四
項

二

特
定
地
域
に
お
け
る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
及
び
活
性
化
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
一

年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
九
条
第
三
項

（
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）



- 31 -

第
五
十
一
条

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
号
ニ
及
び
チ
中
「
又
は
当
該
地
方
公
共
団
体
が
設
置
団
体
で
あ
る
地
方
開
発
事
業
団
」
を
削
る
。

（
観
光
圏
の
整
備
に
よ
る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
十
二
条

観
光
圏
の
整
備
に
よ
る
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
三
十
九
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
項
中
「
、
か
つ
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
基
本
構

想
に
即
し
」
を
削
る
。

（
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
十
三
条

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
七
項
中
「
、
当
該
市
町
村
の
建
設
に
関
す
る
基
本
構
想
（
地
方
自
治
法
第
二
条
第
四
項
（
同
法
第
二
百
八
十
一

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
基
本
構
想
を
い
う
。
）
に
即
す
る
と
と
も
に
」
を
削
る
。
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理

由

地
方
公
共
団
体
の
組
織
及
び
運
営
に
つ
い
て
、
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
、
地
方
議
会
の
議
員
定
数
設
定
の
自
由
化
、

共
同
設
置
が
可
能
な
機
関
の
範
囲
の
拡
大
等
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
直
接
請
求
の
制
度
に
つ
い
て
そ
の
適
正
な
実
施
を

確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
改
正
を
行
う
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す

る
理
由
で
あ
る
。


